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女性農畜産業みらいフェス運営委員会 

報道関係者各位 

農畜産業で働く女性が、一日だけ現場を離れて出会う 

「女性農畜産業みらいフェス 2026」を 11 月 26 日（木）大阪・ドー

ンセンターで開催 

女性農業者による事例発表、得意を持ち寄る「スキル交換コーナー」、悩みを共有する「困りごとピ

ッチ」、マルシェ＆癒しコーナーまで。業種・地域を超えて、女性がキャリアを考える一日。 

女性農畜産業みらいフェス運営委員会（構成：Noah’s ARK 中垣野歩／スマイルファームパートナー 眞榮

城美保子）は、2026 年 11 月 26 日（木）、ドーンセンター（大阪市中央区）において「女性農畜産業み

らいフェス 2026」を開催します。農畜産業に携わる女性、関心のある女性、学生を対象に、定員 100

名。事例発表やワークショップ、交流企画を通じて、地域や業種を超えたつながりとキャリアを考える機

会を提供します。本イベントは農林水産省補助事業「令和 7 年度雇用就農緊急対策のうち女性の就農環境

改善・活躍推進事業」の採択を受けて実施します。 

現場の女性が「外に出る」きっかけをつくりたい 

農畜産業の現場で働く女性は、日々の作業と家庭の役割を同時に担い、地域外の人と出会う機会が限られ

がちです。同じ悩みを抱える人がどこにいるのか分からないまま、相談する相手も、自分のキャリアを考

える時間も持てない――そうした声が各地にあります。 

本フェスを立ち上げたいちばんの理由は、現場の女性たちが一日だけでも外に出て、同じ立場の仲間と出

会う「きっかけ」をつくることです。野菜・米・果樹・花き・畜産と、品目も地域も異なる女性たちが一

堂に会することで、普段の人間関係では得られない視点や、次の一歩につながる出会いが生まれます。 

外に出て、人に触れることで仲間ができる。その仲間同士がまたつながって、ネットワークになる。そう

して広がったネットワークは、何かあったときに必ず支えになります。一日の出会いが、その後の農業人

生の長い支えに変わっていく――本フェスが目指すのはそこです。 

そのため本フェスでは、聞くだけで終わらない参加型の企画を中心に構成しました。 

また、子育て中の方も参加できるよう託児サービス（事前相談制）をご用意しています。 

 

 

 

 

 



当日の 5 つのプログラム 

① 女性農業者による事例発表 

経営に向き合ってきた 2 名の女性農業者が、自らの歩みと現在地を語ります。成功談だけでなく、迷いや

試行錯誤も含めた等身大の話を聞ける時間です。 

② スキル交換コーナー「私の得意聞いてよ！」 

参加者それぞれが持つ得意分野や工夫を持ち寄り、互いに教え合うワークショップ。経理、SNS 発信、加

工、機械の扱いなど、現場で培った技術がそのまま誰かの助けになります。 

③ 困りごとピッチ「農業女子ちょっと聞いてよ！」 

一人で抱えている困りごとを、その場で共有できるコーナー。同じ悩みを越えてきた参加者から、実践的

な解決のヒントが返ってきます。 

④ マルシェ＆癒しコーナー 

出店者による販売ブースに加え、施術やリラクゼーションを体験できるコーナーを設置。開場の 11:00 か

ら自由にご参加いただけます。 

⑤ 交流タイム 

一日の最後に、参加者同士がじっくり話せる時間を設けます。終了後には懇親会（18:30〜・参加任意）

も開催します。 

事例発表 登壇者 

小林 加奈子 氏（京都府福知山市／株式会社小林ふぁーむ） 

岡本 尚子 氏（愛知県豊橋市／おかもと農園） 

主催者コメント 

農家の嫁として畜産の世界に入り、17 年間、石垣島で和牛繁殖に携わってきました。その間ずっと感

じていたのは、現場の女性には「外に出る理由」がなかなか持てないということです。 

このフェスは、その理由をつくるための一日です。一日休んで出かけてみたら、同じように悩んでいる

人がいた。話してみたら、自分の当たり前が誰かの役に立った。そんな体験を持ち帰っていただきたい

と思っています。 

外に出て人に触れれば、仲間ができます。その仲間がまたつながって、ネットワークになります。その

ネットワークは、迷ったときにも、困ったときにも、必ず支えになる。私自身がそうして助けられてき

ました。 

（女性農畜産業みらいフェス運営委員会  スマイルファームパートナー眞榮城 美保子） 

 

 



開催概要 

 

名称 女性農畜産業みらいフェス 2026 

日時 2026 年 11 月 26 日（木）13:00〜18:00（11:00 開場） 

※マルシェ・癒しコーナーは 11:00 より自由にご体験いただけます 

会場 ドーンセンター（大阪府立男女共同参画・青少年センター） 

〒540-0008 大阪市中央区大手前 1 丁目 3 番 49 号 

（京阪・Osaka Metro 谷町線「天満橋」駅より徒歩約 5 分） 

対象 農畜産業に携わる女性、農畜産業に関心のある女性、学生 

定員 100 名 

参加費 一般 5,000 円／学生 1,000 円（高校生以下無料） 

託児 13:00〜17:00・1,000 円（事前相談制） 

懇親会 18:30〜・会費 5,500 円（参加任意） 

申込 https://jyoseimiraifes.peatix.com 

Peatix サイトにて「女性農畜産業みらいフェス」で検索 

申込締切：2026 年 11 月 7 日（土） 

主催 女性農畜産業みらいフェス運営委員会 

（構成：Noah’s ARK 中垣野歩／スマイルファームパートナー 眞榮城美保子） 

事業 農林水産省補助事業「令和 7 年度雇用就農緊急対策のうち 

女性の就農環境改善・活躍推進事業」採択事業 

公式 SNS Instagram @nochikusan_mirai_fes 

公式 HP https://mirai-fes.jyosei-mirai-fes.workers.dev/ 

報道・取材に関するお問い合わせ 

女性農畜産業みらいフェス運営委員会（担当：眞榮城 美保子） 

E-mail：jyoseimiraifes@gmail.com 

Instagram：@nochikusan_mirai_fes 

当日の取材・撮影を歓迎しております。事前にご一報いただけますと、登壇者・出店者への取材調整や撮

影場所のご案内が可能です。写真素材の提供についてもお気軽にご相談ください。 


